
































組織・業務運営
T h e  O rg a n i za t i o n  a n d  Tre a s u r y

学長のリーダーシップによる

組織・業務運営の強化

Activity
Results

05

人材育成の取組

デジタルキャンパス推進室の取組

ダイバーシティ推進・活動実績

環境への取組

ガバナンス体制

　グループ研修の一環として、若手職員

が主導する業務改善プロジェクトを推

進しています。このプロジェクトでは、

「DX普及チーム」が職員のデジタル技術

の向上を目指して活動しており、IT技術

に関する情報収集や職員向けの勉強会

を開催しています。令和6年度は3回の勉

強会を実施しており、多くの職員が参加

しました。このチーム活動によりデジタ

ル技術の向上とともに、若手職員の育成

が図られています。

　若手職員が主導する業務改善プロジェ

クトとして「働き方改革提案チーム」が活

動しています。このチームは、職員の働き

甲斐向上やワークライフバランスの実現

を目指し、本学を魅力的な職場にするた

め活動しています。他機関の情報収集や

アンケート調査を基に、スライド勤務やテ

レワーク制度に関する提言をまとめ、執

行部や関係者へ報告しました。その結果、

学内規則の見直しや働きやすい環境の整

備が推進されました。このチーム活動を

通じて、職員の柔軟な働き方の実現とと

もに、若手職員の育成が図られています。

　若手職員のグローバル化と専門性の

向上を図るため、体系的な海外研修プロ

グラムを実施しています。令和６年度は

メキシコに２名、フランスに１名を派遣

し、現地の学生へのプレゼンテーション、

職員とのディスカッション、国際交流分

野のコンベンションへの参加など、実践

的な研修を行いました。これらの活動を

通じて新たな学術交流協定の締結に向

けた動きも始まっています。海外研修プ

ログラムは、将来的に海外業務に幅広く

対応できる人材の育成を推進するうえ

で、大きな役割を果たしています。

若手による
「DX普及チーム」の
組織的活動と効果

「働き方改革提案チーム」
による柔軟な
制度設計と提言

国際的視野を
広げる実践型の
海外研修プログラム

変革を導く若手人材の育成：
DX推進・働き方改革・海外研修の実践

【教職協働×DX】が拓く、
大学運営を支えるデジタルキャンパス推進

　令和4年度に設置されたデジタルキャンパス推進室は、教職協働により大学業務の

DXを推進しています。kintone、GAS、RPA、生成AIなどを活用し、業務の効率化や

システム化を支援。こうした取組が機運を高め、これまでに学内で累計約150件の業

務改善が実施されるなど、継続的な改革が広がっています。今後も高度で持続可能な

業務基盤を構築していきます。
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ダイバーシティ推進のための

意識啓発活動

　「環境情報の提供の促進等による特定事業者等の環境に配慮した事業活動の促進に関する法律」

（平成十六年六月二日法律第七十七号）に基づき、国立大学法人においては、8１法人中57法人が

「環境配慮取組状況等報告書」（以下「環境報告書」という。）の作成及び公表が義務化されています。

環境方針

　日々の節電への積極的な取組や既存設備におけ
る照明器具や空調機の高効率形への更新等によ
り、引き続き省エネ活動を推進していきます。
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大学院に重点を置いた、工学系の新構想大学として、学士－
修士課程の一貫教育体制の下、人間・環境共生型の持続性

社会構築に貢献する技術者の養成や、環境科学分野の先端的・融合領
域的研究を推進します。

0101 教育研究をはじめ本学のあらゆる活動及び運営において、地
球温暖化防止策の推進、エネルギー使用量における化石燃

料依存の削減、廃棄物排出量の削減、化学物質の安全管理、環境汚染
の予防、グリーン購入の促進及び資源のリサイクル向上に努めます。

0202

環境に関わる教育研究の成果を
踏まえ、地域社会をはじめとする

あらゆる人々に対する啓発・普及活動を積
極的に展開します。

0404教職員、学生及び長岡技術科学
大学内で事業活動を営む団体等

の職員が一体となり、環境関係の諸法令、
諸規則及び学内規則等を遵守するとともに
環境保全活動を推進します。

0303 環境マネジメントシステムを構築
し、環境監査の実施により、シス

テムを定期的に見直し継続的な改善に努
めます。

0505

環境に関する
取組を見る

エネルギー使用量

　女子学生たちが主体的に立ち上げた「長岡技術科学大学

フィーカ」は、2024年4月から活動を始めています。本学に在

籍している女子学生は全体の13％ですが、学年や専攻を越境

することで、「13％とは言いながらも意外と多いな」という体

験をすることができています。この体験は、彼女たちの活動に

おいても有意味なものとして作用しています。実際、オープン

キャンパスでのブース出展、香川高専との交流会などはその

一端を示すものです。また、定期的に開催されるご飯会や紅

茶会では、雑談から論文の書き方までさまざまな話題が飛び

交います。

　「小学３年生の壁」という社会課題に対して、本学として何

か貢献できることはないだろうかという問題意識から始まっ

たこの取組は、令和７年度も延べ９０名の児童が参加してく

れました。単に児童を預かるのではなく、「工学のおもしろさ

を伝える」ことを信条としており、学長をはじめ教職員、学生

が一丸となって実施しました。また、昨年度は地元企業、他大

学からの協力もありました。

ダイバーシティ推進のための様々な支援と意識啓発

長岡技術科学大学フィーカ 夏休み期間中の学内一時託児

ワーク・ライフ・バランス向上及びライフイベント支援のために、各種セミナーを実施しています。

男性の育児休業
取得促進セミナー

私は男性の
裁判官として、
日本で最初に
育休を
取得しました。

介護は
突然やってくる！
準備してますか？
仕事と介護の
両立セミナー

介護準備セミナー

98名　参加者数

日 時 令和６年６月１４日(金) 13:30～15:00

会 場 長岡技術科学大学及びオンライン (Zoom)

講 師 平野 哲郎 氏 (立命館大学法科大学院教授・弁護士)

対 象 連携協力機関、共催・後援機関に所属する
管理職及び教職員・社員、学生

85名　参加者数

日 時 令和６年５月２３日(木) 13:30～15:00

会 場 オンライン (Zoom)

講 師 佐々木 淳 氏 (医療法人社団悠翔会理事長)

対 象 連携・協力機関に所属する教職員・社員

　令和６年度に地域特有の資源を活用したエネル
ギーの創生・循環に関する基盤技術の開発や実証
試験を行う施設として、リージョナルGXイノベー
ション共創センター及びDX（デジタル連携）とXR
（現実と仮想世界の融合技術）を組み合わせたもの
づくり技術の研究開発を推進する施設としてDXR
ものづくりオープンイノベーションセンターを新増
築しました。共に外皮性能の向上、高効率機器・再
生可能エネルギー等の採用により基準一次エネル
ギー消費量の50％以上の削減を実現した建物とし
て「ZEB Ready」を達成しました。

省エネルギーへの整備

新増築施設における省エネ

リージョナルGXイノベーション
共創センター

DXRものづくりオープン
イノベーションセンター

　長岡技術科学大学は、人間・環境共生型の持続性社会構築に貢献するため、本学における
教育・研究・大学運営・社会貢献のすべての面から地球環境配慮型キャンパスへ向けた活動を
継続的に行います。

環境
理念

空調・一般 ボイラ学生宿舎浴室グラウンド低層実験棟研究棟他
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　長岡技術科学大学は、ガバナンス・コードを基本原則と

して本学の特性等を踏まえた取組を実施し、ガバナンス

体制の強化を図っています。また、一層経営の透明性を向

上させ社会への説明責任を果たし、皆様からの信頼と理

解を得続けられるよう努めています。

　なお、本学のガバナンス・コードにかかる適合状況

等に関する報告書は、公式ウェブサイトで公表してい

ます。

大学案内 - 情報公開 -
国立大学法人ガバナンス・コードに
かかる適合状況に関する報告書

参考

長岡技術科学大学では、コンプライアンスに関する各規則について下記のように対応することとしています。

総則

個別の学内規則

コンプライアンス基本規則

監査室

役職員

相談員告発等受付窓口告発等受付窓口 通報窓口

危機管理に
関する規則

系長等
（危機に関する通報等受付）

研究費不正使用
防止規則

ハラスメント
対策委員会

研究倫理委員会
調査委員会

研究費不正使用
調査委員会 調査員

研究活動に係る
不正行為に
関する規則

公益通報者
保護規程

就業規則

ハラスメント
防止等規則

モニタリング モニタリング

学長 最高管理責任者 統括責任者

研究費不正使用
防止計画推進室危機対策本部 研究倫理委員会 ハラスメント

対策委員会

副学長（研究企画）
統括管理責任者

副学長（研究企画）
管理責任者

副学長（総務・財務）・事務局長
総括者

工学研究科長
研究費不正使用
防止推進責任者

工学研究科長
研究倫理教育責任者

ガバナンス体制

社会を取り巻く環境の変化に対応するため、学長の意思決定をサポートする体制を強化しました。

経営協議会

監　事

監査室

人事委員会

学長特別補佐
■グローバル教育・PM人材育成担当　■産学・地域連携・SDGs担当　
■IT教育研究・デジタルキャンパス化担当

学長補佐
教育研究評議会

理事（教育研究戦略・評価・IR・広報担当）

理事（高専連携・SDGs・教育研究環境担当）

理事（経営戦略・社会貢献・内部統制担当）

教育戦略本部

広報戦略本部

男女共同参画推進室

研究戦略本部

IR推進室

国際産学連携機構

ＳＤＧｓ推進室

副学長（総務・財務担当）

副学長（教務・学生支援担当）

副学長（研究企画・産学連携担当）

副学長（国際戦略担当）

副学長（入試・情報マネジメント・男女共同参画・校友会担当）

副学長（地域協創担当）

特命副学長（J-PEAKS担当）

学長選考・監察会議

学　　長

高専連携室

役員会

　中期目標等に基づき法令等を遵守しつつ業務を行い、本学のミッションを有効かつ効率的に果たすため、内部統制の体制（内部統制

システム）を整備し、運用しています。内部統制システムが有効に機能していることの評価（定期モニタリング、日常モニタリング、独立評

価）を行い、継続的な見直しを図っています。

監

　事

監
査
室

内部統制統括責任者
（理事（経営戦略・社会貢献・内部統制担当））

※内部統制システムに関する事務を統括

内部統制統括職員
（事務局長）

学　長

執行部

所
掌
業
務

業務実施体制 内部統制統括役職員

※内部統制統括役員の指示に基づき、内部統制システムに
　関する事務の統括を補助

① 内部統制の体制整備
② 内部統制システムの
 　継続的な見直し

内部統制推進責任者（系長、事務局の課・室の長※1、技術長）

① 定期モニタリング
② 役職員への周知
③ 研修の実施
④ 情報システム

所掌業務に係る
① 業務の進捗管理
② リスクの要因分析・低減管理
③ 日常モニタリング

各系、各課・室

独
立
的
評
価

（
監
事
及
び
監
査
室
に
よ
る
監
査
）

報 告

指 

示
報 
告

大学経営組織 コンプライアンス体制

国立大学法人ガバナンス・コード適合状況等に
関する報告書の公表

内部統制システム

■基礎教育担当　■国際連携担当　■産学知財担当　■広報担当　■高専連携担当
■研究推進担当　■男女共同参画担当　■若手人材育成担当　■校友会担当

※内部統制統括役職員の指示のもと、内部統制システムを運用
　して所掌業務を推進する責任者
※1 所掌のセンター等の業務を含む

必要に応じて
役員副学長会議へ付議
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